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「
聯
」
目
次

と
解
題
0

和

田

博

文

一
九
三
八
年

に
佐
藤

一
英
は
聯
詩
社
を
結
成

し
て
、

月
刊
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
創
刊
し

た
。

「
聯

」
と

い
う

こ
の
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
は
、

以
後

数
年
に
わ
た

っ
て
刊
行
さ
れ

て
い

る
。

本
稿
に
は
そ

の
う
ち
、

一
九

三
八
年

四
月

か
ら

一
九
四
〇
年
七
月
ま

で
の
目
次
を

記
載
し
た
。
詳
し
く
は

(
解
題
》
を
書

い
た
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た

《
解

題
》

新
定
型
詩
誌
を
標
榜
す
る
、

「聯
」
創
刊
準
備
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
出
た
の
は
、

一
九
三
八
年
四
月
。
発
行
所
の
聯
詩
社

は
、
東
京
市
豊
島
区
長
崎
仲
町

一
ノ
ニ
五

一
九
、
佐
藤

一
英
方
に
お
か
れ
て
い
た
。
編
集
は
佐
藤
を
中
心
に
し
て
、
東
京
の

同
人
が
行

っ
て
い
る
。
同
年
四
月

二
〇

日
の
同
人
数
は
七
五
人
。
彼
ら
は
社
費
月

額

一
円
を
お
さ
め
、
毎
月
聯

一
篇
以
上
を
発
表
す
る
権
利
と
義
務
を
持

っ
て
い
た
。

他
に
社
友
も
い
て
、
月
額
五
〇
銭
を
払

う
か
わ
り
に
、
投
書
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

聯
と
は
何
か
。
創
刊
準
備
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
、

マ
ニ
フ
ェ
ズ
ト
的

性
格
を
も

つ

「聯
に
よ
る
詩
作
を
す
す
む
」

の
な
か
で
、
佐
藤

一
英
は
こ
う
述
べ

て
い
る
。

「聯
と
は
西
洋
詩
で
言
ふ
聯

の
観
念
を
日
本
の
最
小
の
詩
型
の
う
ち
に

要
約
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
次

の
よ
う
に
も
記
し
た
。

「
聯
と
は
、
伝
統

の
日
本
詩
歌
が
つ
ね
に
擦
り
ど
こ
ろ
と
し
て
き
た
十
二
音
句
を
、
最
も
合
理
的
な

最
小
の
構
成
形
態
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。

創
刊
準
備
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
十
六
人
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の

一
篇

で
あ
る
保
永
貞
夫

「火
の
雲
」
を
例
に
引
こ
う
。

海

へ
伸
び
指
は
悩
め
り

美
し
さ
日
々
に
槌
せ
ゆ
く

奪
ひ
取
れ
沖
の
火
の
雲

動
く
手
は
焼
け
て
失
せ
た
り

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、

一
篇
は
四
行
、

一
行
は
十
二
音

で
構
成
さ
れ
、
頭

韻
を
踏
ん
で
い
る
。
厳
密
に
い
え
ば

こ
の
作
品
の
十

二
音
は
五
七
に
分
け
ら
れ
、

頭
韻
は
A
A
A
A
の
並
列
韻
に
な

っ
て
い
る
。
た
だ
前
者
は
七
五
、
六
六
、
八
四
、

四
八
、
四
四
四
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
後
者
は
A
B
A
B
、
A
B
B
A
、
A
A
B
B

な
ど
も
可
能
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
西
欧
の
ス
タ
ソ
ザ

(連
)
を
想
起
さ
せ
る

四
行
詩
で
、
各
行
を
十

二
音

で
構
成
し
、
頭
韻
で
行
を
結
合
す
る
と
い
う
の
が
、

聯

の
基
本
的
な
詩
作
法

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

佐
藤

一
英
が
こ
の
形
式
を
試
み
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。

一
九
三

五
年
に
小
山
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
新
韻
律
詩
抄
』
が
、
彼
の
実
験
の
最
初
の
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奈

集
成
だ

っ
た
。
保
永
貞
夫

「韻
律

・
体
験

・
思
想

一
一」

(
「韻
律
」

一
九
六
八

・

九
)
は
、

「
佐
藤

一
英
ば
福
士
音
数
律

論
を
継
承
し
、
修
正
し
、
発
展
さ
せ
な
が

ら
、

一
方
、
そ
の
探
求

・
実
験

に
よ

つ
て
独
自
の
韻
律
論
を
ヶ
ち
た
て
」
た
と
指

摘
し
て
い
る
。
作
品
で
効
果
を
確
か
め
な
が
ら
、
彼
は
理
論
化
を
深
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
に

『
日
本
音
数
律
諭
』

を
ま
と
め
た
福
士
幸
次
郎
は
、
三
入
年
七

月
に
開
か
れ
た
聯
詩
社
第
五
回
例
会

に
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
音
数
律
の
話
を

し
て
い
る
。

「
聯
」
誌
上
で
も
、

一
戸
玲
太
郎
や
坂
野
草
史
、
斎
藤
光
次
郎
や
三

村
達
麿
ら
が
、
聯
の
韻
律
に
つ
い
て
論

じ
た
。
岩
野
泡
鳴
や
福
士
幸
次
郎
の
仕
事

を
受
け
て
の
、
佐
藤
自
身
の
理
論
的
探
求

は
、

一
九
四
〇
年
に

『
新
讃
律
詩
論
』

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

聯
の
共
同
詩
と
し
て
の
可
能
性
も
、
誌

上
で
模
索
さ
れ
た
。
,二
人
～
四
人
で
聯

座
を
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書
い
た
各
行

を
組
み
合
わ
せ
、

一
篇
の
聯
を
制
作
し
た

の
で
あ
る
。

破
璃

玉
露

頬
紅
.
マ
ツ
チ

(鳥

羽
)

浜
茄
子

帆

砂

ア
ソ
ブ
レ
ラ

(
一
英
)

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

子
供
の
声
す

(鳥

羽
)

葉
鶏
頭

夕
陽

カ
ァ
テ
ソ

(
一
英

)

鳥
羽
茂

「
聯
の
座
」

(第

一
巻
第

二
号
)
に
引
用
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
鳥
羽

と
佐
藤
が
交
互
に
言
葉
を
紡

い
だ
こ
の
四
行
詩
は
、

一
行
十
二
音
、
頭
韻
を
踏
む

と
い
う
原
則
を
守

う
て
い
る
。
た
だ
合

作
の
可
能
性
の
考
え
方
に
は
、
個
人
差
が

あ

っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
前
衛
画
家
達

の
間
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
な

コ
ラ
ア
ジ

ユ
の
方
法
が
、
聯
の
場
合
に
も
採
用
さ
れ
得
る
」
と
、
鳥
羽
は
述
ぺ
て
い
る
。
ポ

ソ
書
店
社
主
と
し
て
、

レ
ス
プ
リ

・
ヌ
ー
ボ
ー
の
展
開
に
関
わ

う
た
、
彼
ら
し
い

見
解
と
い
え
よ
う
。

佐
藤

一、英
は
聯
を
、
国
民
詩
運
動
と
し
て
展
開
し
ょ
う
と
し
た
っ
そ
の
た
め
同

人
内
部
だ
け
に
閉
じ
な
い
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
配
慮
し
て
い
る
。
外
部
の
文
学
者

か
ら
♪
.聯
に
つ
い
て
短

い
ゴ
メ
ソ
ト
を
も
ら
い
掲
載
し
た
の
は
、
そ
の

一
例
だ
ろ

う
。
い
く

つ
か
抜
き
出
し
て
お
く
。

聯

ハ
日
本
詩
歌
ノ
伝
統
精
神
ヲ
最
モ
ヨ
ク
生
カ
シ
タ
新
詩
デ
ア
ル
.
(佐
藤
春
夫
)

聯

ハ
行
間

二
意
味

ヲ
持

ツ
詩
ダ

(
三
好
達
治
)

聯
デ
、

シ
ユ
ー

ル
も
レ
ア
リ
ズ
ム
ノ
詩

モ
デ
キ
ル

(
山
中
散
生
)

聯

ハ
意
味
ガ
ヨ
イ
、
音
ガ
ヨ
イ
、
文
宇
ガ
ヨ
イ
。
三
ッ
揃

ツ
テ
ヨ
イ
カ
ヲ
成
功

ス
ル
ニ
違
ヒ
ナ
イ

(横
光
利

一
)

聯
。
僕
も
仲
間
入
り
す
る

(室
生
犀
星
)
。

聯
詩
社
は
同
人
の
例
会
だ
け
で
は
な
く
、
公
開
大
会
も
開
い
た
。

一
九
三
九
年

五
丹
に
は
、

「聯
詩
講
演
と
朗
読
の
会
」
を
城
西
仏
教
会
館
で
開
催
。
こ
こ
に
は

外
部
の
文
学
者
も
招
か
れ
、
横
光
利

一
の

「雑
感
」
、
富
澤
有
為
男
の

「
言
葉
の

使
命
」
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
三
月
か
ら
は

「聯
」
を
、

「新

国
民
詩
運
動
機
関
誌
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
三
力
条

の

「宜
言
」
を
表
紙
に
掲
げ

て
い
る
。

・「我
等
は
国
民
悉
皆
が
詩
の
饗
宴
に
列
す
る
は

『
聯
』
を
お
い
て
他
に

な
き
こ
と
を
確
信
す
」
と
い
う
文
章
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
今
回
の
目
次
掲
載
箆
囲
で
、

一
巻
六
号

(
一
九
三
八
年
十

一
月
)
と
、

二

巻
四
号

(
一
九
三
九
年
四
月
)
は
確
認
で
き
な
か
う
た
。
・ま
た

一
巻

一
号
が
存
在

し
た
可
能
性
も
あ
る
。
揃
い
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
を
ま
と
め
た
の
は
、

二
つ
理
由
が
あ

う
た
。

一
つ
は
近
代
詩
の
韻
律
の
考
察
に
さ
い
し
て
、

「聯
」
が

避
け
て
通
れ
な
い
重
要
性
を
も

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
こ
の
薄

い
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
揃

い
で
見
る
こ
と
が
、
今
後
と
も
か
な
り
困
難
と
思
え
た
か

ら
で
あ
る
。
未
確
認
分
を
お
持
ち
の
方
が
も
し
お
ら
れ
た
ら
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。
そ
の
時
点
で
補
う
か
た
ち
に
し
た
い
と
思
う
。
本
誌
調
査
に
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あ
た

っ
て
は
、
佐
藤

一
英
の
ご
子
息
、
佐
藤
漣
さ
ん
に
、

な

っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
で
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

《
凡

例
》

①
総
目
次
は
タ
イ
ト
ル

・
作
者

・
頁
数

を
記
し
た
。

②
作
者
名
は
旧
漢
字
を
、
そ
の
ほ
か
は
旧
仮
名

・
新
漢
字
を
、
原
則
と
し
て
用
い

て
い
る
。
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
が
、
作
者
名
の
異
同
は
そ
の
ま
ま
表
記

し
た
。

③

タ
イ
ト
ル
に
総
題
と
個
別
題
が
あ
る
場
合
は
、
共
に
記
載
し
た
。

タ
イ
ト
ル
が

な
い
作
品
は
末
尾
に
記
し
た
。

④

発
行
所

・
住
所

・
定
価
な
ど
は
、
変
更
が
あ
る
場
合
な
ど
に
限
り
、
末
尾
に
記

し
た
。

創
刊
準
備
リ
ー
フ
レ
ツ
ト

聯
に
よ
る
詩
作
を
す
す
む

春
聯
無
題悉

友
逝
き
て

春
暁
に

一
戸
髄
=二
君
へ

く
つ
れ

浅
春
人
形
に

神
の
座

流
星
よ
き
と
も
の

火
の
雲

昭
和
十
三
年
四
月
二
五
日
発
行

高 黒 中 由 坂 佐
木 崎 條 紀 野 藤

恭 時 雅 僚 草 一
造 子 二 二 史 英

 

外
崎
美
智
雄

島
田

訥
郎

福
士

朝
子

=
　
玲
太
郎

石
橋

一
貫

黒
崎

義
介

保
永

貞
夫

4444333322223

市
街

辻

汎
吉

わ
か
れ

小
川

昇
堂

冬
の
扉

岩
城

政
治

と
ほ
き
ひ
と

深
谷
な
み
ぎ

聯
と
は
何
か

一
戸
玲
太
郎

聯

の
座

Y

・

R

あ
と
が
き

佐
藤

一
英

★

「
社
友
略
規
」

「同
人
略
規
」
を
8
頁
に
掲
載
。

★
発
行
者
は
佐
藤

一
英
。

★
発
行
所
は
聯
詩
社
。
東
京
市
豊
島
区
長
崎
仲
町

一
ノ
ニ
五

一
九
。

★
非
売
品
。

第

一
巻
第
二
号

う
つ
し
身

栗
の
花

首

5

麦
野
埴
輪
戦
史
門

芽秋
風
永
遠
の
鯛

空
に
よ
り
て

軽
羅
無
題
漣暮
春

昭
和
十
三
年
六
月

一
日
発
行

一
戸
玲
太
郎

辻

汎
吉

杉
本

.駿
彦

深
谷
な
み
き

黒
崎

義
介

大
月

乃
武

外
崎
美
智
雄

牧

千
代

鳥
羽

茂

石
橘
、

一
貫

岩
城

政
治

黒
崎
と
き
子

坂
野

草
史

南
方

克
彦

5555

6

～

78855444433332222
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舅

男
国
国
O

春
光
母
の
碑

望
潮
犠
門
故
郷
訪
れ
父
の
日

銘去
り
し
人
に

暮
春
涙
の
賦

流
転
そ
の
か
み
の

は
じ
め
な
る
星

星友
を
偲
び
て

夜
露
の
香

聯
の
詩
学

聯
詩
抄
1
よ
み
が
へ
り

1
終
り
あ
る
時

毒-内
外

ー
断
-
名
-
千
代
田
の
堀

に
立
ち
て

ー
秋
に
あ
り
て

泉 森 中 高 由 瀬 奥 福 保
條 松 紀 川 士 永

潤 芳 雅 隆 瞭 榮 朝 貞
三 太 二 子 二 恭 一 子 夫

 

横
山
さ
よ
子

高
木

恭
造

嶺

院
彦

小
川

昇
堂

萩
原
み
ど
り

弓
田

義
文

大
木

惇
夫

片
野
千
江
子

三
木
み
さ
子

佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐
藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤

英 英 英 英 英 英 英 英 英

556666777788889991111111111111111109

1
菊

佐
藤

一
英

11

聯
の
座

鳥
羽

茂

蛇

編
輯
後
記

佐
藤

12

★
表
題
の
文
字
は
宍
戸
儀

一
。

★
佐
藤
春
夫

・
三
好
達
治

・
山
中
散
生

・
北
原
義
雄

・
横
光
利

一
・
人
見
東
明

・

富
澤
有
為
男

・
奥
榮

一
・
伊
福
部
隆
彦

・
村
野
四
郎

・
吉
田

一
穂

・
臣
永
直
道

の
、
聯
に
つ
い
て
の
言
葉
を
、
1
頁
に
掲
載
。

★
編
輯
兼
発
行
人
佐
藤

一
英
。

★

「社
友
略
規
」
を
η
頁
に
記
載
。

★
定
価
十
銭
。

第

一
巻
第
三
号

昭
和
十
三
年
七
月

一
日
発
行

く
ら

い
庭

ア
ソ
ニ
ユ
イ

倦
怠
指
も
て

雫南
風
行
手
2
角
形
の
パ
ラ
ソ
ル

父
逝
き
ぬ

聯
の
詩
学

め
ざ
め

夜
陰
金
色
の
鬼

子素
馨
一
時
期

中 牧 保 手 高
條 永 市 木

雅 千 貞 典 恭
二 代 夫 麦 造

 

外
崎
美
智
雄

鳥
羽

茂

深
谷
な
み
き

佐
藤

一
英

杉
本

駿
彦

辻

汎
吉

森

芳
太

萩
原
み
ど
り

大
木

惇
夫

松
山

亮
介

222233334555566



和田:「 聯」目次と解題{→11g

水
音
別
れ
新
韻
律
の
詩
的
構
成
美
-
脚
の
作
詩
法
-

初
夜
空夕
音
讃
歌

青
の
洞
門

植
輪

こ
う業比

婆
山

故
里
聯
の
座
の
人
々
1
準
備
リ
ー
フ
を
見
て
1

花
杏
ゆ
つ
ぽ

発
哺
春
愁
よ
き
人

笹
の
露

あ
し
た

座春
の
日
に

聯
の

コ
ラ
ー
ジ

ュ

老落
陽
さ
つ
き
あ
め

大
日
聯
詩
抄
-
露

石
橋

一
貫

三
木
み
さ
子

小 由 黒 福 瀬 坂 南 坂
川 紀 崎 士 川 野 方 野

昇 瞭 義 朝 草 克 草
堂 二 介 子 恭 史 彦 史

 

横
山
さ
よ
子

鳥
羽

茂

嶺

院
彦

泉

潤
三

武
藤

辰
男

片
野
千
江
子

奥

榮

一

弓
田

義
文

佐
藤

一
英

醍

菩
使

Y
'
・

S

一
戸
玲
太
郎

大
月

乃
武

黒
崎
と
き
子

雨
宮

好
熈

佐
藤

一
英

1
わ
れ
を
彫
刻
さ
む
と
す
る
人
に
與

へ
る

1514141414131212コ212111111111099998888766

1
き
ざ
し

ー
お
く
り
も
の

1
裸
i
な
つ
の

1
解
説

幽1
は
た
て

編
輯
後
記

★
春
山
行
夫

・
大
木
惇
夫

・
加
藤
憲
治

・

佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐 佐
藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤 藤

英 英 英 英 英 英 英 英

 

一
戸
玲
太
郎

・
宍
戸
儀

一

雄

・
小
林
三
季

・
坂
野
草
史

・
大
島
博
光
の
、
聯

に
つ
い
て
の
言
葉
を
、

に
掲
載
。

★

「
弘
前
聯
座
の
作
品
」

「
東
京
聯
座
の
作
品
」
を
10
頁
に
掲
載
。

★

「
社
友
略
規
」
を
16
頁
に
掲
載
。

第

一
巻
第
四
号

砂
に
て

憂
愁
行
手
稲
妻
立
秋
仔
情
詩

孤
影
天微
風
指皿

昭
和
十
三
年
八
月
二
八
日
発
行
大
木

惇
夫

高
橋
玄

一
郎

外
崎
美
智
雄

佐
々
木

繁

高 南 石 坂 松 鳥 中
木 江 橋 野 山 羽 條

恭 治 一 草 亮 雅造 郎 貫 史 介 茂
二

1515151515151515

・
高

木

斐

瑳
1
頁

33222222222



珈豪 良 大ノ学 紀 要 第23号

山雷神
に
対
ふ

を倫春
の
ト
笠

つ
ね
な
ら
ぬ
宵

噂
の
発
生

蛙五
月
の
詩

父
を
お
く
る

ひ
る
が
ほ

ひ
か
り

蔭第
二
の
時
-
石
川
清
一
君
に
1

凪石
仏
聯
-
一
戸
玲
太
郎
氏
に
1

道火
山
海初
夏
父
を
お
も
ふ

月
か
げ

哨
線
蛮
境
六
月
の
山

煙
る
雨

田 由 嶺 手 三 北 臣 泉 大 澤 黒
邊 紀 市 村 澤 永 月 崎

若 燈 院 典 達 勝 直 潤 榮 義
男 二 彦 麦 麿 二 道 三 信 一 介

 

一
戸
玲
太
郎

長
谷
雄
京
二

瀬 辻 恋 杉 小 雨 保
川 村 本 川 宮 永

汎 縫 駿 昇 好 貞恭 吉 美 彦 堂 悲 夫

 

斎
藤
光
次
郎

黒 佐 高 奥 中
崎 藤 木 島

時 一 榮 榮 三子 英 次
一 冬

 

三
木
み
さ
子

665555555554444444443333333

野
辺
送
り

憂
ひ
妹聯聯聯聯聯

の
詩
学

(4
)

編
輯
後
記

萩
原
み
ど
り

牧

千
代

福
士

朝
子

弘

前
聯

座

名
古
屋
聯
座

書

信
合

作

書

信
合

作

佐
藤

一
英

(
無
署
名
)

876666666

 

★
堀

口
大
学

・
南
江
治
郎

・
風
巻
景
次
郎

・
室
生
犀
星

・
石
橋

一
貫

・
英
美
子

・

井
箆
香
樹

・
金
子
白
夢

・
三
田
濡
人

・
竹
内
隆
二

・
佐
野
義
雄

・
月
原
燈

一
郎

の
、
聯
に
つ
い
て
の
言
葉
を
、
1
頁
に
掲
載
。

★

「
同
人
略
記
」
を
8
頁
に
掲
載
。

★
佐
藤

一
英

『
わ
れ
を
省
め
よ
』
の
広
告
文
を
8
頁
に
掲
載
。

第

一
巻
第
五
号

駅
程
鳥
道
玄
路

月
に
触
る
瓦

若

い
教
師

別
れ
鉄聯
の
A
B
C

こ
と
ば

息街
角
畠
出
05
目
m

昭
和
十
三
年
十
月

一
日
発
行

保 北 手 大 小 杉
永 澤 市 月 川 本

貞 勝 典 昇 駿夫
二 麦 信 堂 彦

 

斎
藤
光
次
郎

高
木

恭
造

石
橋

一
貫

田
邊

若
男

三
村

達
麿

222222

ウ
8～

O
J

3333



和田:「 聯」 目次と解題←う121

早
春
点
描

峡
の
音

無
題
秋
雨
額
に
と
も
す

お
遊
戯

ひ
と
を
お
く
る

嘆聯
の
形
式

隠
り
居

秋
の
影

碑
銘
電
光
晩
藤
招
く
も
の

海
辺
風
景

惜
春
賦

失
題
聯聯聯聯

の
詩
学

(
5
)

九
変

(或
は
詩
法
)

闇断
ち
難
き
も
の

乙
女
霧

澤 桑 鳥 大 雨 辻 水 奥原 羽 木 宮 上

榮 純 惇 好 汎 榮一 三 茂 夫 熈 吉 章 一

 

=
戸
玲
太
郎

泉

潤
三

武
藤

辰
男

外
崎
美
智
雄

嶺

院
彦

瀬
田
彌
太
郎

一
戸
玲
太
郎

南
江

治
郎

中
條

雅
二

下
村

悦
夫

大

阪
聯

座

弘
前

聯

座

山
梨

聯

座

佐
藤

一
英

佐
藤

一
英

牧

千
代

三
木
み
さ
子

中
島

三
冬

高
松

隆
子

64

～ ～

777777&6668'&55555554444443

友

横
山
さ
よ
子

7

編
輯
後
記

(無
署
名
)

8

★
野
ロ
米
次
郎

・
梶
浦
正
之

・
辻
汎
吉

・
斎
藤
光
次
郎

・
田
中
令
三

・
百
田
宗
治

・

近
藤
東

・
瀬
川
恭

。
佐
藤
良
雄

・
多
胡
羊
歯
の
、
聯
に
つ
い
て
の
言
葉
を
、
1

頁
に
掲
載
。

★
佐
藤

一
英

『
わ
れ
を
省
め
よ
』

の
広
告
を
3
頁
に
掲
載
。

★

「同
入
略
規
」
を
8
頁
に
掲
載
。

第

一
巻
第
七
号

昭
和
十
三
年
十
二
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
7
)

ふ
た
玉
び

貝
光
る
夜

月
見
草

影
あ
る
馬
車

小
曲
お
も
だ
か

タ
ベ
初
冬
日
本
の
美
術
家

に
あ
た

へ
る

鴉
の
商

温
帯
秋
の
身

の
ざ
ら
し

独
り
毒
壷
鋭
心
戦
捷
を
き
エ
て

三 杉 保 佐
村 本 永 藤

達 駿 貞 一
麿 彦 夫 英

 

一
戸
玲
太
郎

犬
飼

稔

中
條

雅
二

武
藤

辰
男

牧

千
代

聯
美
術
同
人

高
木

恭
造

長
谷
雄
京
二

秋
山

文
生

奥

榮

一

外
崎
美
智
雄

嶺

院
彦

大
月

信

黒
崎

時
子

122222222

ウ
一
～

OJ
33333333



122第23号良 大 学 紀 要

 

奈

聯
運
動
の

一
年

第
二
巻
第

一
号

昭
和
十
四
年

一
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
8
)

鏡明
眸
暮
景
一
年
い
く
さ
神

神
霊
お
き
て

伊
勢
に
て

な
り
は
ひ

彫
刻
家

く
れ
が
た

日
光
町

二
五
九
九
年

鴉心
火
と
な
れ

壷
日
星野矛苦

杯
に
醒
め
て

鳥蒼
宥
と
し
子

(
無
署
名
)

由 辻 高 武 山 手 小 高 杉 嶺 石 三 佐
紀 木 藤 崎 市 川 木 本 橋 村 藤

僚 汎 榮 辰 典 昇 恭 駿 院 一 達 一
二 吉 次 男 務 麦 堂 造 彦 彦 貫 麿 英

 

聯
詩
社
同
人

田
邊

若
男

奥

榮

一

瀬
田
彌
太
郎

水
上

章

保
永

貞
夫

外
崎
美
智
雄

大
月

信

一
戸
玲
太
郎

雨
宮

好
慧

長
谷
雄
京
二

41222222222222

ワ
8
～

0
03333333333

妻あ
め
の
日
は

秋
に
秋墓
へ
急
ぐ
夜

初
春
手
毬
悔足
音
晩
秋
後
記

第

二
巻
第
二
号

昭
和
十
四
年

二
月

一
日
発
行

聯

の
詩
学

(
9
)

子
よ

(そ
の
一
)

白
菊
の
門

死
を
も

聯冬
日
僧
房
秘
唱

雨
の
夜
に

原
に
て

ま

つ
り

恋燐
火
か
な
し
み

こ
と
ば

泉

潤
三

北
澤

勝
二

大
木

惇
夫

三
木
み
さ
子

中
島

三
冬

牧

千
代

佐
藤

一
英

横
山
さ
よ
子

萩
原
み
ど
り

福
士

朝
子

佐
藤

佐
藤

一
英

田
邊

若
男

一
戸
玲
太
郎

鴉 保 中 泉 坂 杉 奥井 永 島
野 本

麻 貞 三 潤 草 駿 榮
琴 夫 冬 三 史 彦 一

 

横
山
さ
よ
子

三
村

達
麿

桑
原

純
二

高
木

恭
造

3344444444412222222222222



和田=・「聯」目次と解題←123

呪古
き
友

水想
念
い
の
ち

野
に
て

無
題
た
そ
が
れ

怪
心
別
れ
し
ひ
と
に

耽
視
聯冬
日
恋炎雪

の
座

出
征
別
れ
の
酒

終
り
の
街

聯
の
座
の
人
々

編
輯
後
記

第

二
巻
第
三
号

昭
和
十
四
年
三
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(10
)

聯乖
離
渡
津
海

松 鳥 田 嶺 小 島 蕗 黒 下 武 辻 福 手
木 羽 尻 川 谷 崎 村 藤 士 市

嘉 宗 院 昇 淑 虎 時 悦 辰 音 朝 典
之 茂 夫 彦 堂 子 男 子 夫 男 堂 子 麦

 

長
谷
雄
京
二

石
橋

一
貫

外
崎
美
智
雄

佐 鳥 佐 北 牧
藤 羽 藤 澤

一 勝 千

茂 英 二 代

 

佐
藤

一
英

鳥
羽

茂

坂
野

草
史

島

淑
子

2223333333333333333441222

国
旗
頚

白
い
空

影
よ
り

想
ひ
出

聯無
題
梅
の
実

春
意
有
情
潮戒
律
逝
く
年

群
鳥
影運
命
歌く
ち
・な
し

我
に
逆
政
春
の
午
後

性澄
み
た
る
ひ
と

帰
省
子
よ

(モ
の
二
)

過
去
湯
立
朽
ち
し
想
ひ

小 松 北 蕗 杉 武 桑 保 嶺
川 木 澤 谷 本 藤 原 永

昇 嘉 勝 虎 駿 辰 純 貞 院
堂 之 二 男 彦 男 二 夫 彦

 

長
谷
雄
京
二

奥 高 田 鴉 石 牧 大
木 尻 井 橋 月

榮 恭 完 麻 一 千
一 造 夫 琴 貫 代 信

 

外
崎
美
智
雄

泉

潤
三

福
士

朝
子

手
市

典
麦

一
戸
玲
。太
郎

萩
原
み
ど
り

田
邊

若
男

三
木
み
さ
子

三
村

達
麿

雨
宮

好
慧

222222222222233333333333334



124奈 良 大 学 紀 要 第23号

別
離
の
夜

戸聯
詩
社
例
会
の
記

十
号
記

第
二
巻
第
五
号

昭
和
十
四
年
五
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
12
)

聯聯聯聯聯,聯聯聯山
楯
子

喪
章
旅
に
て

微
熟
聯早
春
の
墓
地

北
支
に
て

聯追
憶
山
房
生聯牧

神
の
午
後

横
山
さ
よ
子

佐
藤

一
英

奥

榮

一

佐
藤

佐
藤

一
英

書

信

合

作

東

京

聯

座

東

京

聯

座

名
古
屋
聯
座

東

京

聯

座

三
戸

聯

座

東

京

聯

座

弘

前

聯

座

奥

榮

一

本
田

茂
光

高
木
斐
瑳
雄

手 蕗 武 小 福 鳥 高 鴉 嶺
市 谷 藤 川 士 羽 木 井

典 虎 辰 昇 朝 榮 麻 院
麦 男 男 堂 子 茂 次 琴 彦

4433222222222222111111111

聯早
春
聯酸
素
の
濃
溺

頚独
房
…
夏

丘旅
人
よ
み
寮
へ
り

離
心
機
微
露
路
救
ひ
幼
き
者

に
ほ
ひ

声木あ
ぢ
さ
い

写
真
に
寄
せ
て

再
生
聯
詩
運
動
雑
記

★
聯
詩
社
第
三
回
例
会
の
案
内
を
4
頁
に
記
載
。

佐
藤

無
迩

深
谷
な
み
き

長
谷
雄
京
二

保
永

貞
夫

高
木

恭
造

由
紀

嫁
二

島

淑
子

外
崎
美
智
雄

高 松 田 下 武 三
松 木 邊 村 井 村

隆 嘉 若 悦 安 達
子 之 男 夫 子 麿

 

瀬
田
彌
太
郎

石
橋

一
貫

一
戸
玲
太
郎

桑
原

純
二

犬
飼

稔

佐
藤

一
英

佐
藤

★
聯
詩
講
演
と
朗
読
の
会
の
案
内
を
4
頁
に
記
載
。

第

二
巻
第
六
号

昭
和
十
四
年
六
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
13
)

佐
藤

一
英

聯

東

京

聯

座

43333333333333333222211



和田:「 聯⊥目次と解題E-一)125

聯聯聯聯聯聯聯子聯独
神
墳
墓
フ
リ
ー
ジ
ヤ

赤
城
の
山

夜
の
海

冬聯
詩
講
演
朗
読
大
会
の
記

夜
の
海

石
炭
の
花

無
涯
昼
の
月

唄

す
ぎ
た
昨
日
は
春
で
あ
つ
た

燕青
葉
戦
線
に
あ
る
弟
に
寄
す

聯
詩
運
動
雑
記

★
発
行
所
住
所
が
、
東
京
市
豊
島
区
長
崎
聖

東
京

聯

座

東

京

聯

座

東

京

聯

座

東

京

聯

座

弘

前

聯

座

弘

前

聯

座

三
戸

聯

座

長
谷
雄
京
肝.一

杉
本

駿
彦

鴉
井

麻
琴

本
田

茂
光

松
木

嘉
之

深
谷
な
み
き

島 保 三 澤 蕗 武 島永 村 谷 井 崎

淑 貞 達 榮 虎 安 美
子 夫 麿0男 子 恵

 

一
戸
玲
太
郎

高
木

恭
三

田
邊

若
男

宮
林

幹
也

林

'

信

一

(無
署
名
)

ニ
ノ
ニ
0
ノ

一
に
変
更
。

111111122222222

ウ
幽
～

つ
り3333333334

第

二
巻
第
七
号

昭
和
十
四
年
七
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
14
)

新
生
生
命

の
歌

幸怒
り
郷
愁
夕
丹
流
れ
ぬ
涙

火
薬
哀
歌
ー
父
七
+
五
齢
の
終
る
1

年春
宵
時
を
白
く

頬釣
師
海

、
地
震
師
の
旅

友は
る
め
く

挽
歌
聯潮小

鳥
の
ゆ
め

夜
を
吐
く

春
信

田 武 野 高 鴉 嶺 秋 竹 保 宮 黒 金 由 三 島 澤 佐
邊 井 田 木 井 山 内 永 林 崎 子 紀 村 藤

若 安 為 恭 麻 院 文 隆 貞 幹 時 僚 達 淑 榮 一
男 子 次 造 琴 彦 生 二 夫 也 子 泉 二 麿 子e英

 

長
谷
雄
京
二

籍翁薯罐
一 好 昇 隆

貫 茂 慧 堂 子

 

島
崎
美
恵
子

=
戸
玲
太
郎

林

信

一

1111111112.2

 

222222222222223



126奈 良 大 学 紀 要 第23号

魂
塊
の
章

古
き
家

小
岩
飢ふ
る
さ
と

迫
憶
聯風
景
墳
墓
汚
な
き
男

足
音
聯暁青

い
イ
ソ
ク

天
の
秤

聯
詩
運
動
雑
記

★
聯
詩
社
第
五
回
例
会
の
案
内
を
4
頁

に
記
載
。

第
二
巻
第
八
号

昭
和
十
四
年
八
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(拓
〉

唄

(ヴ
エ
ル
レ
エ
ヌ
)

唄

(マ
ラ
ル
メ
)

唄

(ノ
ワ
イ
ユ
夫
人
)

唄

(ロ
オ
ラ
ソ
サ
ソ
)

新
生
対
座
ふ
る
さ
と

手
市

典
麦

福
士

朝
子

武
藤

辰
夫

外
崎
美
智
雄

佐 深 桑 杉 松 辻 本 下 蕗 戸 奥
藤 谷 原 本 木 田 村 谷 田

一 み 純 駿 嘉 晋 茂 悦 虎 勇 榮

英 き 二 彦 之 堂 光 夫 男 人 一

 

な

(無
署
名
)

高 高 高 高 佐
木 木 木 木 藤

恭 恭 恭 恭 一
造 造 造 造 英

 

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

433333333333333311111111

献
詩
強
く
○菊
花
ひ
と
し
つ
く
す
ら

悶
絶
芭
蕉
憂
ー
ト
ヨ
子
に
1

赤
い
風
車

日青
柳
雲
の
流
る
る

一
景
聯朝希

望
石
炭
の
う
た

石還
兵
秋
怨
答蝸
牛
の
う
た

聯哀
し
き
性

乙
女
ぞ
が
ひ
に

聯

長
谷
雄
京
二

斎
藤
光
次
郎

武
藤

辰
男

下
村

悦
夫

松
木

嘉
之

穏
家

悦

一

宮
林

幹
也

本
田

茂
光

福
士

朝
子

秋
山

文
生

奥

榮

一

石
橋

一
貫

嶺

院
彦

蕗
谷

虎
男

手
市

典
麦

武
井

安
子

保
永

貞
夫

田
邊

若
男

高
木

榮
次

川
上

愛
子

川
上

水
夫

祖
父
江

渡

島
崎

美
恵

大
月

信

深
谷
な
み
き

鴉
井

麻
琴

杉
本

駿
彦

333333333322222222222222221



和田=「 聯」 目次と解題{→127

無
題
氷
雨
霜低
き
花

暁
光
T
S
を
呼
ぶ

「鴉
の
商
」
に
就
い
て

編
輯
余
録

第
二
巻
第
九
号

昭
和
十
四
年
九
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
16
)

神
話
○○○聯

四
題

○○○近
況
行
手
汐幼
時
征
旅
凝
心
夕
月
秋
夜

絡
方

良
二

三
村

達
麿

=
　
玲
太
郎

佐 三 佐 小 島
藤 村 藤 川

達 一 昇 淑
麿 英 堂 子

島 島 島 島 鴉 鴉 鴉 鴉 佐
井 井 井 井 藤

淑 淑 淑 淑 麻 麻 麻 麻 一
子 子 子 子 琴 琴 琴 琴 英

 

長
谷
雄
京
二

田 下 本 大 武 三
邊 村 田 月 藤 村

若 悦 茂 辰 達
男 夫 光 信 男 麿

 

深
谷
な
み
き

3333334411111111122222222

サ
ソ
タ

・
マ
リ
ァ

無
辺
蕪
村
棚
江
戦

聯聯霧
の
街

壁火
の
中
に
て

か
る
く

聯生夢絶
望
シ
ヤ
ボ
ソ
玉

北唄

亨
ボ
リ
ネ
エ
ル
)

朝白
夢
寒
山
寺

夏
日
小
景

長
浜
に
て

秋
祭
し
の
あ
り
か

楯
と
剣

朗
読
研
究
会

の
記

余
録

松 島 杉 由 宮 福 奥
木 崎 本 紀 林 士

嘉 美 駿 僚 乾 朝 榮
之 恵 彦 二 也 子 一

 

一
戸
玲
太
郎

澤

榮

一

斎
藤
光
次
郎

佐 島 由 佐 緒 川 手 小 石 武 高 保 嶺 穏 野 川 蕗
藤 紀 藤 方 上 市 川 橋 井 木 永 家 田 上 谷

一 良 愛 典 昇 一 安 恭 貞 院 悦 為 水 虎

英 二 子 麦 堂 貫 子 造 夫 彦 一 次 夫 男

222222223333333333333333444



12s第23号

 

要大 学 紀

 

良奈

第

二
巻
第
十
号

昭
和
十
四
年
十
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
17
)

花
の
章二三四五六七八

獄
窓
…
秋

故
郷
風
景

一
茶
幹聯心

む
な
し
く

雨
夜
上
野
駅

極
日
章ふ
も
と

或
る
季
節

「遠
い
海
風
」
に
つ
い
て

求
婚
広
告

紙
園
社

青
春
晩
鐘

(ミ
レ
ー
の
絵
に
)

佐
藤

一
英

=
　
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

=
　
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

由
紀

僚
二

長
谷
雄
京
二

大 保 武 川 島 武 石 大 鴉 高 宮
江 永 井 上 藤 橋 月 井 木 林

満 貞 安 水 淑 辰 一 麻 恭 幹雄 夫 子 夫 子 夫 貫
信 琴 造 也

 

斎
藤
光
次
郎

小
川

昇
堂

下
村

悦
夫

川
上

愛
子

111111111222222222222

り
劃
～

O
J3333

同
じ
扉
-
故
鳥
羽
茂
氏
へ1

子
と
五
月

清
秋
妹
に
漂
流
若
さ
○反
省「的
歴
集
」
そ
の
他

二
千
六
百
年
の
為

に

聯
的
散
歩

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム

私
記

第
二
巻
第
十

一
号

聯
の
詩
学

(18
)

始
め
終
り

涙秋
の
恋

秋
の
僕
に

秋

・
自
嘲

蝶
と
旅
人

そ
ら
だ
き

高
原
の
夜

碑
銘
想
故
郷

独
座

島 金 蕗 雨 隠 福 嶺 田 松
子 谷 宮 家 士 邊 木

淑 虎 好 悦 朝 院 若 嘉
子 泉 男 慧 一 子 彦 男 之

 

(
無
署
名
)

(
無
署
名
)

保
永

貞
夫

佐
藤

昭
和
十
四
年
十

一
月

"
日
発
行佐
藤
保
永
保
永
宮
林
宮
林
宮
林
三
村
三
村
三
村
高
木
下
村

悦 恭 達 達 達 幹 幹 幹 貞 貞 一・夫 造 麿 麿 麿 也 也 也 夫
夫 英

 

長
谷
雄
京
二

333333334
.
4444111111111222



和田:「 聯」目次と解風→129

聯墓立
っ
た
立
つ
た

東
京
駅

雨
の
日
の
海

季
節
花夏
の
愁
ひ

思
ひ
告
示
新
し
き
回
転

秋か
ら
ま
つ

聯木小
径
故
園
の
花

(
1
)
1
登
の
歌

-
気
の
歌

-
参
の
歌

-

四
の
歌

-
五
の
歌

-

六
の
歌

ー
七
の
歌

-

八
の
歌

-
九
の
歌

ー
拾
の
歌

-
拾
登
の
歌

鴉 鴉 松 江 武 大 隠 小 福 武 嶺 川 島
井 井 木 越 井 月 家 川 士 藤 上

麻 麻 嘉 安 悦 昇 朝 辰 院 水 淑琴 琴 之 馨
子 信 一 堂 子 夫 彦 夫 子

 

一
戸
玲
太
郎

本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 泉 田
田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 邊

晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 潤 若光 光 光 光 光 光 光 光 光 光 光
三 男

22222222222223333

 

3333333333

「我
を
省
め
よ
」

第
二
巻
第
十
二
号

聯
の
詩
学

(
19
)

燕虫松
虫
原夕
凪
あ
さ
1
秋

ひ
る
1
秋

よ
る
1
秋

欝
悶
家聯柿

若
葉

酔

へ
る

昏
れ
ゆ
く
街

生
き
る
と
は

星美
は
し
き
罪

聯い
き
秋氷
雨

1
拾
気
の
歌

本
田

晴
光

福
士
幸
次
郎
、

棟
方

寅
雄

昭
和
十
四
年
十
二
月

一
日
発
行佐
藤
田
邊
田
邊
田
邊
田
邊
澤福
士
福
士
福
士
下
村
宮
林
島三
村

達 淑 幹 悦 朝 朝 朝 榮 若 若 若 若 一
麿 子 也 夫 子 子 子 一 男 男 男 男 英

 

長
谷
雄
京
二

鴉 川 武 武 松 江 嶺 大
井 上 藤 井 木 越 月

麻 水 辰 安 嘉 院琴 夫 夫 子 之 馨 彦 信

Y

・
R

341111111112222222222222



130奈 良 大 学 紀 要 ・X23号

○木し
る
し

枢砂水故
園

の
花

(
2
)
1
拾
参
の
歌

-
拾
四
の
歌

-
拾
五
の
歌

-
拾
六
の
歌

-
拾
七
の
歌

-
拾
八
の
歌

-
拾
九
の
歌

-
威
拾
の
歌

-
威
拾
登
の
歌

-
戴
拾
煎
の
歌

-
球
拾
参
の
歌

-
戴
拾
四
の
歌

第

一
回
聯
合
作
懐
古
談

音
楽
会
記

後
記

★
佐
藤

一
英

『
我
を
省
め
よ
』
、

『
遠

い
海
風
』

第
三
巻
第

一
号

昭
和
十
五
年

一
月

一
日
発
行

聯
に
つ
い
て

迷
路
○

鴉
井

麻
琴

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

由 島 瀬 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 小 保 泉
紀 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 田 川 永
彌僚 淑 太 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 昇 貞 潤

二 子 郎 光 光 光 光 光 光 光 光 光 光 光 光 堂 夫 三

 

の
広
告
を
4
頁
に
掲
載
。

一 大 佐

戸 月 藤
玲
太 一
郎 信 英

444333333333333333222221

悔暦聯
の
作
り
方

瑛
牙
一
夜
冥雲聯

運
動

第
三
巻
第
二
号

昭
和
十
五
年
二
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
20
)

戦
夜
仏

一
僧

浅
春
汝
の
足

骨
片
と
花

水塚一
人
詩
と
世
界

斎
は
れ
て

遊
子
吟

影響通
り
雨

金
・
夜
明
け
前

由 島 坂 保 杉 三 高 三
紀 野 永 本 村 木 村

僚 淑 草 貞 駿 達 恭 達
二 子 史 夫 彦 麿 造 麿

嶺 高 島 北 泉 澤 佐木
澤 藤

院 榮 淑 勝 潤 榮 一
彦 次 子 二 三 一 英

 

外
崎
美
智
雄

丹
阿
彌
富
枝

吉
田

一
穂

一
戸
玲
太
郎

松 田 田 隠 武 三
木 邊 邊 家 井 村

嘉 若 若 悦 安 達
之 男 男 一 子 麿

22

2

～

333334

2

～
33333333222222221



和田:「 聯」目次と解題131

松
露
枕
言
葉
に
就
い
て

日
本
詩
の
韻
律

雲
雀
人
訪
ふ

静
讃
お
も
か
げ

雪
の
日

春
愁
闇性花

と
音

○浅
春
瞑
想
鞭鳥春夢戦

線
く
ち
な
し

淫
売
婦

逝
き
し
姉
に

む
な
し
さ

う
れ
ひ

想
ひ
出

月
見
草

日
本
詩
歌
の

一
問
題

佐
藤

泰
助

宍
戸

儀

一

=
　
玲
太
郎

宮
林

幹
弥

長
谷
雄
京
二

大
月

信

江
越

馨

高
木

恭
造

戸
田

勇
人

小
川

昇
堂

手
市

典
麦

斎
藤
光
次
郎

蕗
谷

虎
男

斎
藤
三
子
夫

熊
田

力
雄

鴉
井

麻
琴

福
士

朝
予

島
崎
美
恵
子

高
松

隆
子

高
芝

三
居

高
橋

利
子

緒
方

良
二

森

日
出
子

中
島

三
冬

桑
原

純
二

小
林

伊
佐

宮
原
千
代
子

5

～

77777777777766fifififi66666fifi43

聯
詩
美
女
伝

(
一
)

師
走
の
縁
日

業
平

朝
臣

7

編
輯
後
記

澤
、
由
紀

8

★

「雑
誌
部
確
立
に
就
い
て
」

「
編
輯
部
よ
り
」

「
社
友
募
集
」
を
8
頁
に
掲
載
。

★
雑
誌
部
事
務
所
を
、
東
京
市
豊
島
区
池
袋
三
ノ

一
五
六

一
初
音
荘
、
由
紀
燈

二

方
に
設
置
。

第
三
巻
第
三
号

昭
和
十
五
年
三
月

一
目
発
行

ち
ぎ
り

夏
陽
知
る
や

僧
房
秘
唱

う
た
び
と

母
の
夢

窓

着
葉

性

魂
魂
の
章

春
四
篇

XX×招
く
者

は
る
或
る
朝
に

あ
す

へ
の
光

韻
律
の
闇

(
一
)

わ
び
し
さ

仔
情
さ
け

三
村

達
麿

蕗
谷

虎
男

斎
藤
光
次
郎

島 北 北 北 北 手 嶺 隠 澤 泉
澤 澤 澤 澤 市 家

淑 勝 勝 勝 勝 典 院 悦 榮 潤
子 二 二 二 二 麦 彦 一 一 三

 

深
谷
な
み
き

丹
阿
彌
富
枝

武
井

安
子

佐
藤

一
英

江
越

馨

長
谷
雄
京
二

斎
藤
三
子
夫

2

～
33332222111111111111
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暗
黒

由
紀

僚
二

3

編
輯
後
記

由
紀

4

★
誌
名
横

の

「新
定
型
詩
誌
」
を
、
こ
の
号
か
ら

「
新
国
民
詩
運
動
機
関
誌
」
と

改
め
る
ρ

★

「宜
言
」
を
1
頁
に
掲
載
。

★

「
六
月
号
作
品
コ
ソ
ク
ー
ル
」

の
予
告
、

「
編
輯
部
よ
り
」

「社
友
募
集
」
を

4
頁
に
記
載
。

第
三
巻
第
四
号

昭
和
十
五
年
四
月

一
日
発
行

礫
け
ら
れ
た
星

包
0
8

望
5
0

Ω
匡
O

O韻
律
の
闇

(
二
)

秘
聞
雲秋僻

城
の
宿

い
と
な
み

一
塊
の
肉

鞭知
ら
ざ
る
国

あ
こ
が
れ

方
言
祈
り
飛
駆
路
に
て

吉
田

一
穂

保
永

貞
夫

保
永

貞
夫

保
永

貞
夫

=
月
玲
太
郎

手 嶺 嶺 松 松 松 松 高 島 島 大 佐
市 木 木 木 木 木 月 藤

典 院 院 嘉 嘉 嘉 嘉 漿 淑 淑 一
麦 彦 彦 之 之 之 之 次 子 子 信 英

 

長
谷
雄
京
二

2

～
444444443・333322221

聯
詩
構
成
の

一
方
法

体
刑
如
月
灰
色
の
影

ほ時
劫
つ
ど
ひ

庭桜日
本
語
と
詩
型
⊥
膏
楽
世
界
座
談
会
よ
り

佐
藤

一
英
、
大
木
惇
夫
、

生
活
の
歌
-

人
の
子

-

凧

-
生
活

-
簑
虫

編
輯
後
記

★

「
宣
言
」
を
1
頁
に
記
載
。

★
佐
藤

一
英

『
我
を
省
め
よ
』

★

「聯

六
月
号
作
品
コ
ソ
ク
!
ル
」

朗
読
の
会
」
の
予
定
を
、

第
三
巻
第
五
号

聯
の
詩
学

(
21
)

生
命
陽

・
死

・
火

(
4
)

(
5
)

O

辰
野
隆
、
千
葉
勉
、

の
広
告
を
3
頁
に
掲
載
。

の
予
告
、

8
頁
に
掲
載
。

昭
和
十
五
年
五
月

一
日
発
行

杉
本
駿
彦

隠
豪

悦

一

錦

米
次
郎

熊
田

力
雄

蕗
谷

虎
男

戸
田

勇
人

丹
阿
彌
富
枝

武
井

安
子

島
崎
美
恵
子

颯
田
琴
次

田
邊

若
男

田
邊

若
男

田
邊

若
男

田
邊

若
男

由
紀

「社
友
募
集
」
、

佐
藤

一
英

澤

榮

一

保
永

貞
夫

保
永

貞
夫

島

淑
子

4

～

555555555

ρ0
～

7
・

77778

「
聯

詩

講

演

と
12222
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詩
と
行
動

春
の
月

病
院
に
て

瞳碑

.

○○冬
日
薄
紅
梅

貝
国
田

2

果
汁
○○詩

の
新
分
野

(
1
)
⊥
狩
の
朗
読
に
就
い
て
ー

春
路
孤
独
あ
か
ね
雲

黒
き
土

き
さ
ら
ぎ

春
に
静○麦

踏
歌

薄
氷
の
宿

風○聯
を
語
る
1
徒
藤
一
英
氏
を
囲
ん
で

宍
戸

儀

一

田
邊

若
男

山
崎
千
杜
矛

松
木

嘉
之

松
木

嘉
之

錦

米
次
郎

錦

米
次
郎

嶺

院
彦

嶺

院
彦

緒
方

良
二

江
越

馨

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

勝

承
夫

佐
藤

泰
助

熊
田

力
雄

戸
田

勇
人

丹
阿
彌
富
枝

深
谷
な
み
き

本
間
つ
ま
子

福
士

朝
子

武 武 奥 奥 福
井 井 士

安 安 榮 榮 朝
子 子 一 一 子

り
臼
～

つ
り333344444444

4

～

rO555555556666

佐
藤

一
英
、
田
邊
若
男
、
澤
榮

一
、
島
淑
子
、

緒
方
良

二
、
由
紀
燈

二
、
福
士
朝
子

遭
遙
集

湯
谷

天

由
紀

朱

由
紀

私
記

佐
藤

後
記

由
紀

★

「
宣
言
」
を
1
頁
に
記
載
。

★

「
社
友
募
集
」
を
8
頁
に
掲
載
。

第
三
巻
第
六
号

昭
和
十
五
年
六
月

一
日
発
行

田
邊
若
男
朗
読
ー
聖
戦

-
山
登
り

轟-枢
ー
サ
ソ
タ

・
マ
リ
ア

ー
建
音

-
日
当

三
村
達
麿
自
作
朗
読

相
聞
歌

1
ち
ぎ
り

1
房
-
孔
雀

ー
虻
1

ゆ
き

垂

由
紀
僚
二
朗
読
-
聯
-
方
言

保
永
貞
夫
、

燈 燈

奥 泉 杉 武 犬
本 井 飼

榮 潤 駿 安一 三 彦 子 稔

 

瀬
田
彌
太
郎

佐
藤

一
英

嶺 鳥 三 三 三 三 三 三
羽 村 村 村 村 村 村

院 達 達 達 達 達 達
彦 茂 麿 麿 麿 麿 麿 麿

4
U
～

7
「
77788222222222222222
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1
時
ー
強
く

ー
き
さ
ら
ぎ

1
大
和
路

澤
榮

一
自
作
朗
読-
海
辺
に
て

l
Oゐゐ

北
澤
勝

二
朗
読
ー
お
な
じ
扉

-
多
恨

-
裸
-
憂
愁

島
淑
子
朗
読

-
市
街

-
男
[
O
国
0

1
海
ー
空

丹
阿
彌
谷
津
子
朗
読
-
思
ひ

ー
み
の
む
し

1

雨
の
日
の
海

-
或
る
朝

福
士
朝
子
朗
読
1
あ
こ
が
れ

1

唄
-
蝸
牛
の
う
た

ホー
赤

い
風
車

由
紀

燈
二

斎
藤
光
次
郎

深
谷
な
み
き

佐
藤

一
英

澤

榮

一

澤

榮

一

澤

榮

一

澤

榮

}

松
木

嘉
之

北
澤

勝
二

佐
藤

}
英

高
橋
玄

一
郎

辻

汎
吉

保
永

貞
夫

佐
藤

一
英

島

淑
子

武
井

安
子

田
邊

若
男

福
士

朝
子

丹
阿
彌
富
枝

嶺

院
彦

高
木

恭
造

祖
父
江

渡

杉
本

駿
彦

福
士

朝
子

444444443333333333333333'2

後
記

由
紀

4

★
誌
名
の
横
に

「
六
月
大
会
版
」

「第

二
回
聯
詩
講
演
と
朗
読
の
会
」
と
記
載
。

★
吉
松
フ
ラ
ソ
ス
語
学
校
の
広
告
を
1
頁
に
記
載
。

★

「
社
友
募
集
」
を
4
頁
に
掲
載
。

第
三
巻
第
七
号

昭
和
十
五
年
七
月

一
日
発
行

聯
の
詩
学

(
22
)

陽

・
死

・
火

(
6
)

(
7
)

小
春
日

胎
動
聯○○○暮

春
非
情
多
恨
端
午
詩
の
新
分
野

(
2
)
⊥
詩
の
朗
読
に
つ
い
て
ー

早
春
の
歌
-
小
径

1
さ
け
び

1
薮
-
雑
木
原

-
日
だ
ま
り
の
影

ー
タ

つ
ぐ
る
鳥

三 三 保 保 佐
村 村 永 永 藤

達 達 貞 貞 一一
麿 麿 夫 夫 英

 

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

長
谷
雄
京
二

北
澤

勝
二

北
澤

勝
二

北
澤

勝
二

北
澤

勝
二

田 田 田 田 田 田 勝
邊 邊 邊 邊 邊 邊

若 若 若 若 若 若 承
男 男 男 男 男 男 夫

2

～
333333? 2222222222221
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1
羽
音
さ
び
し
く

ー

ふ
る
さ
と

神
話
OOO荻

の
章
-

一

ー

二

ー

三

遠
き
空
-

一

-

二

⊥
Q

空水
深
き
花

日
の
御
楯

屋
上
に
て

墓車
窓
海
辺
に
て

○○○○風夢瞳謎

田
邊

若
男

田
邊

若
男

山
崎
千
杜
矛

山
崎
千
杜
矛

山
崎
千
杜
矛

山
崎
千
杜
矛

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

一
戸
玲
太
郎

島 島 島 島 島

淑 淑 淑 淑 淑
子 子 子 子 子

 

伊
福
部
隆
彦

武
井

安
子

武
井

安
子

丹
阿
彌
谷
津
子

松 松 松 松 澤 澤 澤 澤 澤
木 木 木 木

嘉 嘉 嘉 嘉 榮 榮 榮 菓 榮
之 之 之 之 一一一 一 一 一

333333444444444444555555555

朝沈
丁
花

虹
の
想

ひ

苦
境
流
れ
狼ス
ケ
ツ
チ

み
ぞ
れ

ぼ
た
ん
雪

霜
害
○聯は

る
は
つ
夏

あ
る
人
に

わ
た
く
し
の
れ
ん
じ
や
う

ー
ゑ
く
ぼ

ー
ひ
と
み

ー
ゆ
び

ー
み
み
た
ぶ

ー
く
ろ
か
み

ー
ち
ぶ
さ

ー
す
あ
し

ー
く
ち
び
る

ー
う
な
じ

ー
う
し
ろ
す
が
た

聯

丹
阿
彌
富
枝

丹
阿
彌
富
枝

戸 戸 江 江 隠 隠 二
田 田 越 越 家 家 渡

勇 勇 悦 悦 信
人 人 馨 馨 一 一・子

 

斎
藤
三
子
夫

斎
藤
三
子
夫

福
士

朝
子

福
士

朝
子

大
野
満
津
子

大
野
満
津
子

錦 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺 嶺

院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦
院
彦

米
次
郎

55566666666666677777777777
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聯

本
間

つ
ま
子

れ
ん

由
紀

★

「宣
言
」
を
1
頁
に
掲
載
。

★
佐
藤

一
英

『新
韻
律
詩
論
』
の
広
告

を
7
頁
に
掲
載
。

★

「
受
贈
図
書
雑
誌
」

「
社
友
募
集
」

を
8
頁
に
掲
載
。

★
社
友
の
錦
米
次
郎
が
同
人
に
推
薦
さ

れ
る
。

87



13? 和田:「 聯」目次と解題→

AgeneraltableofcontentsandtheexplanatorynotesofRen

13irofumiWang

Summary

SatoIchieiorganizedRen-shi-shaandstartedamonthlyleaflet'Ren"in2938.Thisleaflet

continuedforseveralyears.InthisarticleireprintedthetableofcontentsfromApril1938

toJuly1940.Seetheexplanatorynotesforfurtherdetails.


